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二
条
良
基
と

「揚
名
介
」

除
目

の
秘
事
、
お
よ
び

『源
氏
物
語
』

の
難
義

と
し

て

小

川

剛

生

 
拙

稿

「
二
条
良

基

の
除
目

説

(上

)
1

光
明

院

・
洞
院

公
賢

の
批
評

の

検

討
を

中

心

に
ー

」

(三

田

國
文

第

21
号

、

以
下

前
稿

と
呼

ぶ
)

に
於

い

て
、

二
条

良

基

の
除

目

執
筆

に
対

す

る
、

『
園

太
暦
』

の
批
判

記
事

を

姐

上

に
載

せ
た
。

そ

こ

で
洞
院

公

賢

が
指

摘

し

た
不
審

の

一
つ
に
、

「
揚

名

介

」
が
あ

っ
た
。

こ
の
貞
和

二
年

春
除

目

で

は

「
諸

国
揚
名

介
」

を
望

む

申

文
が
出

さ

れ
、
良

基

は
こ
れ

を
山

城
権

介

に
任

じ
て

い
る
。

 

周
知

の
如

く

「
揚

名

介
」

は
、

除

目

の
秘

説

で

あ

る
と
同

時

に
、

『
源

氏
物

語
』

の
三
箇

秘
事

の

一
つ
と

し
て
も

名
高

く
、
中

世

の
歌
人

や
有

職

家

た

ち
の
関
心

を
惹

き
続

け
た

。

 

本
稿

で
は
、

除
目

故
実

、

ま
た
中

世
源

氏
学

に
も
関
係

の
深

い
二
条

良

基

が
、

い
か

に

「
揚
名

介

」

と

い
う

官
を

理
解

し

て

い
た
か
を
中

心

に
考

察

し
、
さ
ら

に
は
摂
関

家

に
於

け
る
有

職
故
実

学

の

一
斑

を
瞥

見
し

た

い
。

前
稿

の
補
論
的

な
意
味

も
あ
る

の
で
、
併

せ
て
参
照
下

さ
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

 
 

 
 

一 

「
揚

名

介

」

の

実

態

 

「
揚
名

介

」
は
、

任
官

制
度

史

に
照

ら
せ

ば
、
年

給
制

度

の
変

質

に
よ

り
、
平

安
中

期
以
降

に
発
生

し
た
揚

名
官

の

一
種

で
あ

る
。

そ

の
実

態

は

夙

に
時

野
谷

滋
氏

が
明

ら

か

に
さ

れ
た
。

そ

れ

に
よ
れ
ば

、

こ

の
官

は
発

生

か
ら
次

に
示
す
ω

か

ら
③

ま

で
の
、

三
段
階

程
度

の
変
質

を
経

て

い
る

と

い
う
。

 
ω

『孝

経
』

の

「
立
身

行
道

、
揚

名
於

後
世

」
を

語
源

と

し
、
純

粋

に

 
 

そ

の
官

に
任
ぜ

ら

れ

る
こ
と

が
名
誉

と

さ
れ

る
介
。

具
体

的

に
は
、

 
 

山
城

・
近
江

・
上

総

・
上
野

・
常
陸

な

ど

の
国

の
介

。

 
②

年
給

の
権
利

が
行

使

さ
れ
な

い
事

(未

給
)

を
救
済

す

る
た

め

に
設

 
 

け

ら
れ

た
、

正

・
権

官

の
外

の
、
職

掌

も
得
分

も
な

い
官

。
揚

名
史

 
 

生

や
揚
名

目
が

ま
ず

行
わ

れ
、
さ

ら

に
介

に
及

ん
だ

と
考

え
ら

れ

る
。

 
 

故

に
特

定

の
任
国

を

定

め

る

こ
と

は
な

い
。

『
源

氏
物

語
』

の
揚

名

 
 

介

は

こ
れ

に
該

当

す

る
。

 
⑧

院

政
期

以
後

、
年

給

で
地
方

官

に
申

任

さ

れ
る

こ
と
を
望

む
者

は
殆

 
 

ど

居
な

く

な

っ
た
が
、

儀
式

と

し

て
の
体

裁

を
繕
う

た

め

に
除

目

で

 
 

は
架

空

の
人
名

を

案
出

し

て
申
文

を
提

出
し

た
。

こ
う

し

て
任

ぜ

ら

 
 

れ
た
官

も
揚
名

官

と
考

え

ら
れ
、

さ

ら

に

「名

ば

か
り

の
官
」

と

い

 
 

う

意

も
生

じ
た
。

 

本
稿

で
扱

う

の
は
㈹

以
降

の
時

期

で
あ

る
。

そ
こ

で
は
、

除
目

の
作

法
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故
実
の
説
の
集
積
に
と
も
な
い
、
ω
の
時
代
の
記
憶
も
伝
え
ら
れ
、
前
記

五
ヶ
国
の
介
と
か
、
特
に
山
城
介
を
指
す
と
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
行
わ

れ
た
の
で
あ
る
。

 
例
え
ば
、
鎌
倉
中
期
、
中
原
師
弘
の

『除
目
抄
』
(群
書
類
従
巻
第

一

〇
九
)
は
、
既
に
揚
名
介
を

「神
秘
」
の
項
目
に
入
れ
、

 
 
少
々
錐
有
推
量
除
之
、
古
人
同
不
存
知
、
但
末
代
錐
称
知
之
由
、
於

 
 
予
子
孫
者
可
答
不
存
知
之
由
。
介

二
不
限
、
橡
目
之
間
モ
可
有
之
歎
、

と
述
べ
、
南
北
朝
期
の
源
氏
物
語
注
釈
書

『河
海
抄
』
も
、

 
 
此
事
家
々
所
称
蘭
菊
各
々
不
究
淵
源
、
当
流
両
家
深
奥
之
説
依
為
殊

 
 
秘
事
在
口
伝
焉
、

と
す
る
。
こ
の
よ
う
に

「揚
名
介
」
は
容
易
に
他
人
に
教
授
さ
れ
ぬ
秘
事

と
化
し
て
い
た
が
、
諸
家
が
前
述
の
よ
う
な
変
遷
に
考
え
を
及
ぼ
さ
ず
、

揚
名
官
の
属
性
の
一
つ
を
伝
え
る
事
例
に
基
づ
い
て
説
を
立
て
、
秘
伝
と

し
て
相
承
し
た
結
果
、
そ
の
姿
は
い
よ
い
よ
曖
昧
模
糊
と
し
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。

 
 
 
 

二
 

中

世

摂
関
家

に
於

け
る

「
揚
名

介
」

説

 
南
北
朝
時
代
を
代
表
す
る
故
実
家
で
あ
る
洞
院
公
賢
に
、
『魚
書
秘
伝

別
抄

(揚
名
介
事
)』
と
い
う
小
著
が
あ
る
。
「揚
名
介
」
に
関
す
る
、
公

賢
と
他
の
公
家
と
の
質
疑
応
答
や
申
文

・
記
録
抄
出
を
綴
り
合
わ
せ
た
も

の
で
、
こ
の
時
代
の
摂
関

・
大
臣
が
ど
の
よ
う
に
揚
名
介
を
考
え
て
い
た

か
を
知
り
得
る
。
ま
た

『原
中
最
秘
抄
』
の

「揚
名
介
」
の
項
も
故
実
家

た
ち
の
説
を
多
く
集
め
て
い
る
。
良
基
の
「揚
名
介
」
説
を
探
る
た
め
に
、

ま
ず
こ
れ
ら
の
史
料
を
用
い
て
鎌
倉
中
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
摂

関
家
の
人
々
の
説
を
整
理
し
、
当
時
の

「揚
名
介
」
観
を

】
瞥
し
て
お
き

た

い
。

【摂
関
家
略
系
図
】

近
衛

 
ま
ず

一
条
実
経

(
一
二
二
三
～
八
四
)

東
三
条
院
磁
瀬
臓
鰍
御
女
被
挙
申
揚
名
介
之
時
御
堂
関
白
殿
被
申
任
因
幡
介

畢
」
(揚
名
介
勘
文
、
後
述
)
と
い
う
証
言
を
遺
す
。
こ
れ
は
寛
弘
二
年

(
一
〇
〇
五
)
正
月
二
十
七
日
の
除
目
で
、
東
三
条
院
臨
時
御
給
で
賀
茂

忠
信
を
因
幡
介
に
任
じ
た
例
を
指
し
て
い
る
。
『魚
書
秘
伝
別
抄
』
に
よ

れ
ば
、
実
経
の
玄
孫
経
通

(
=
二
一
七
～
六
五
)
も

「於
山
城
近
江
説
者
、

僻
事
由
存
候
、
可
在
諸
国
之
条
勿
論
候
歎
、
又
強
不
可
限
介
候
哉
」
と
述

べ
て
い
る
か
ら
、

一
条
家
は
こ
の
見
解
を
通
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
つ
い
で
、
『原
中
最
秘
抄
』
に

「後
深
草
院
被
尋
仰
鷹
司
大
閤
之
時
為

山
城
介
之
由
被
申
之
云
々
」
と
あ
る
。
「鷹
司
大
閤
」
は
兼
平

(
一
二
二

八
～

一
二
九
四
)
を
指
し
、
そ
の
息
基
忠

(
一
二
四
七
～

=
二
=
二
)
は
、

『魚
書
秘
伝
別
抄
』
に
引
く
冬
教
の
書
状
に

「任
近
江
之
条

一
説
之
由
注

置
候
」
と
い
う
。

 
近
衛
家
で
は
、
や
は
り

『魚
書
秘
伝
別
抄
』

に
引
く
道
嗣
の
書
状
に
よ

れ
ば
、
基
平

二

二
四
六
～
六
八
)
は

「寛
弘
之
例
を
何
度
も
可
模
之
由

磨

熱慧
雛

=一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
、
「強
不
限
山
城
介
歎
、
昔
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所
為

候
、
常

陸
本
意

」

と
し

て

い
た
と

い
う
。

 

こ
の
寛

弘

の
例

と
は

、
揚
名

介

を
論

じ

る
時

し
ば

し
ば

引

勘

さ
れ

た
、

寛
弘

二
年

正
月

の
縣
召

除
目

(左

大
臣

藤
原

道
長

執
筆

)

で
、
揚
名

介

を

望

ん

で
、

常
陸
権

介

に
任

じ
ら

れ
た
藤

原
維

光

の

こ
と

で
あ

る
。

そ

の
申

文

を
左

に
示
す

。

 
 

正

六
位

上

藤
原
朝

臣
維

光

 
 

 
望

申
諸

国
揚
名

介

 
 

 

 
寛

弘

二
年
正

月
廿

一
日

 

国
守

以
下

の
地
方
官

の
実

質
が

失

わ
れ

た
時
期

に
も
、

王
朝
盛

代

へ
の

郷
愁

と
好

奇
心

か
ら

か
、
除

目

に

「
望

揚
名

介
」

申
文

が
提

出

さ
れ

る
事

が

あ

っ
た
。

そ
こ

で
、

執
筆

を
勤

め

る
家

々

で
は
大
間

や
申

文

な
ど

を
博

捜

し
、

そ

の
任

国
を
決

定

し
よ
う

と

し
た

の

で
あ

る
。

も

と
も

と
揚
名

介

の
実

態

が
前
述

の
通

り

で
あ

る
か
ら
、

文
献

に
よ

っ
て
複
数

の
任
国

が
確

認

さ

れ
る

の
は
当
然

の
結

果

で
、

そ

の
試

み

は
か
え

っ
て
謎
を

深
く

し
た

憾

み
が

あ

る
。

但

し
、

諸
説

の
中

で
は
、

山
城
介

が
比

較
的

有

力

で
あ

っ

た
模
様

で
あ

る
。

こ
れ

は
、
山
城

介

が
賀

茂
祭

の
行
列

に
参

加

し
、
衆

目

を
浴
び

る
官

と

い
う
事

情

が
存

し
、

「
揚
名

」

の
語
義

に
叶

う

た
め
、

後

世

の
共

感

と
理
解
を
得

や

す

か

っ
た

故

で
あ

ろ
う
。

三
 
除
目
執
筆
と

「
揚
名
介
」

 

そ
れ

で
は
、
貞
和

二
年

春
除

目

に
於

け
る
、

良
基

の

「
揚
名

介
」

の
扱

い
に
対

す

る
公
賢

の
批
判

の
検

討

に
移

り
た

い
。
ま
ず

、

公
賢

自
身

の
考

え
を
探

ら

な
け
れ
ば

な
ら

な

い
。

 

『魚

書

秘
伝
別

抄
』

に
よ

れ
ば
、

公
賢

は
、

当
初

揚
名

介

に

つ
き
明
確

な
見
解

を
有

し

て

い
た

わ
け

で
は
な

か

っ
た
。

父
実

泰

か
ら
細

々
と
除
目

の
説

を
伝

受
さ

れ

て

い
た

に
も

か

か
わ
ら
ず

、

こ

の

一
事

は

つ
い
に
教
え

ら

れ
な

か

っ
た
と

い
う
。

 

元
徳

三
年

(
=

三

二
一
)
春

の
縣

召
除

目

の
執
筆

を
勤

め

た
折
、

臨
時

内

給

で

「
望
揚

名
介

」
申

文

が
出

さ
れ
、

公
賢

は
周

章

し
た
。

鷹

司
冬
教

が

「
山
城

・
美
作

・
近

江

等
為

其
説

之
由

被
称

歎
」
と
記
憶

し

て

い
た
が

、

明

瞭

に

ど
の
国

か
と

は
尋

ね

て

お
ら

ず

「
尤
後

悔
者

也

」
。

こ
の
時

は
当

座

の
案

で
山

城
権

介

に
任
じ

た
。
た
ま
た

ま
正
介

に
閾

員
が

な

か

っ
た
が
、

山

城
な

ら
ば

「
揚
名

不
赴

任
之
儀

」

に
も
叶

っ
て

い
る

と
思

っ
た

か
ら

で

あ

る
。

 

し

か
し
、
後

日
、
二
条
道

平

が
「
任

山
城

之
条

錐
為

一
説
、
権
介

不

可
然
之

由

」

と
難
じ

た

こ
と
を
耳

に
す
る
。

気

に
病

ん
だ

公
賢

は
冬
教

と
何

度

も

書

状
を
往

復

し
、
考

証
を

重

ね
る
。

 

公
賢

は
、
寛

弘

二
年

に
賀
茂

忠
信

と
藤

原
維

光

と
が
、

揚
名

介

を
望

ん

で
、

そ
れ
ぞ

れ
因
幡

介

と
常
陸

権
介

に
任
ぜ

ら
れ

た
実
例

か
ら

「
自
今

以

後

可
任

此
両

国
歎

」
と

い
う
考

え

に
傾

く
。

し

か
し
申
文

に
は

「
諸
国
揚

名

介
」

と
あ

る

か
ら
そ

れ
も
変

だ

、
と
結

論
を

出

し
あ

ぐ
ね

た
。

 

そ

の
よ
う

な
頃

、
貞
和

二
年

春
除

目

で
揚
名

介
を

望
む
申

文

が
出

さ
れ
、

公

賢

は
む

ろ
ん
執
筆

良
基

の
扱

い
を
注
視

し

た
。
良

基
自

給

の
申

文

は
、

 

 

正
六
位

上
藤

原
朝
臣

良

清

 

 
 

望
諸

国
揚
名

介

 

 
 

 
貞

和
薦

年

二
月
廿

日

と
な

っ
て
い
た
が

、
良

基
は

こ
れ

を
山

城
権
介

に
任
じ

た

の

で
あ
る
。

 

道

平

と

の

い
き

さ

つ
が
あ

る

だ

け

に
、

公

賢

は
驚

き

を
隠

せ

ず
、

『
魚

書
秘

伝
別
抄

』

で
、

 

 

此
事
先

考
博

陸

所
難
、

権
介

忽
被

任
畢

、
若

先
年

所
難

被

存
謬

難
之
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由
歎

、
将

又
先
考

所
存

、

委
不

被
存

知
欺

、

と
皮

肉

ま
じ

り

に
難

じ

て

い
る
。

し
か

し
、
良

基

は
、
除

目
直
後

に
公

賢

に
遣

わ
し

た
書

状

の
中

で
、

「
任
国

又

相
似

守

一
隅
候

歎
」

と
述

べ
、

山

城
介

説

を

と

っ
て

い
た

と
み
な

さ

れ
る
。

良

基

の
側

で
、

正
権
介

の
区

別

に

つ
き
陳

弁

し
た
形
跡

は
な

い
が
、

山
城

に
任

ず

る
事
自

体
は
穏

当

な
措

置

で
あ

る
。
前

稿

で
は
公

賢

の
批
判

し

た
点

が
た

だ
ち

に
良
基

の
失
策

と

は
言
え

な

い
こ
と
を
縷

説

し

た
が
、

こ
の
批
判

に
も
感
情

的
な

も

の
が
多

分

に
混

じ

っ
て

い
る
事
を

認

め
な

い
わ

け

に
は

い
く
ま

い
。

 

と

こ
ろ

で
、

こ
こ

で
揚

名
介

を
望

ん
だ

「藤

原
良

清
」

と
は
何

者

で
あ

ろ
う

か
。
も

ち
ろ

ん
作
名

で
あ

る

が
、
良

基
自

身

は

「
揚

名
介
名

字
柳

存

旨

候
者
也

、
比

興
候

」
あ

る

い
は

「
於
名

字
者

頗
存

旨
候

、
比

興
候
」

な

ど
と
述

べ
て

い
る
。

 

『河

海
抄
』

巻
第

二

・
夕
顔

は
、

源
氏

の
従

者

「
こ
れ
み

つ
」

の
注

釈

と

し

て
、

当

時
実

在

し

た
同

名

の
人
物

を
列

挙

し

て

い
る
が
、

そ

こ

に

「
就
中

惟

光
良

清

は
揚
名

介

申
文

に
も
此

名

あ

り
、
労

有
由

欺
」

「
又
御

堂

関
白

申
文

に
良
清

惟
光

申
揚

名
介

云

々
」
等

と
あ

る
。

 

こ
の

「
惟
光

」

は
、

さ
き

に
示

し
た

通
り

、
寛
弘

二
年

正
月

に
諸

国
揚

名

介
を

望

み
、
常
陸
権

介

に
申

任

さ
れ

た
藤
原

維
光

を
指

す
。
と
す

れ
ば
、

現
存
史

料

で
確

認

で
き

な

い
も

の

の
、
「
良

清

」

も
道
長

の
揚

名
介

申

文

に
あ

っ
た
名
字

と

思
量

さ
れ

る
。

 

除
目

の
際

に
揚
名

介

を
ど

の
国

に
任
ず

る
か
が
、

公

賢
は
じ

め
識
者

の

注
目

を
集

め
、
そ

れ
が

二
条
家

の
説

と

認
識

さ

れ
る

こ
と
を
良

基

は
よ
く

承
知

し

て

い
た
筈

で
あ

る
。
申

文

が
良

基

の
自

給

で
出

さ
れ
、

嚢
祖

の
道

長

ゆ
か
り

の
由
緒

あ

る
作

名

を
用

い
た

と
な

れ
ば
、

家

説
を
世

間

に
誇

示

す

る
意

図

す
ら
感

じ

さ
せ
る
。

そ

れ
は

又
、

公
賢

が
諸

説
整
理

を
繰

り
返

し

て
猶
結

論
を

出

し
あ

ぐ
ね

て

い
る
姿

と
は
対

照
的

で
さ

え
あ

る
。

 

因

み
に
、
良

基

の
孫

に
当

た
る

一
条
兼

良

は
、
応

永
三
十

三
年

(
一
四

二
六
)

に
縣
召

除

目
執
筆

を
勤

め

た
折
、

や

は
り
道

長

の
例

を
尊

重

し

て

揚
名

介

を
常
陸

権
介

に
任

じ

た
。

『康

富

記
』

同
年

三
月

二
十
九

日
条

に
、

 

 
揚

名
介

事

、
先

達
所

知

区

分
未

一
決
歎

、
但

家
所

口
伝
無

相
違

哉

、
而

 

 
今
度

被
任

常
陸

権
介

、
定

有
御

秘
説

欺
、

忽
不

可
露

顕
事

也
云

々
、

と

、
兼
良

の
処

置

が
衆
目

を
集

め

た
様

が
見

え
る
。

し

か
し
兼

良

は
、
晩

年

の

『
源
語
秘

訣
』

で
、

 

 
今
案

、
揚

名

の

二
字

は
諸

国

の
介

に

か
ぎ

る

べ
か
ら
ず

、

故

に
揚

名

 

 
関
白

と
清

慎

公
は

の
給

へ
り
。

又
揚

名
橡

揚
名

目

と
も

い

へ
り
。
揚

 

 
名

は
た

〉
名
ば

か
り
と

い
ふ
心
也
。

た

と

へ
ば

其
官

に
な

り

た
れ
共

 

 
職
掌

も

な
く
得

分

も
な

き
を

い

へ
り
。

と

い
う

結

論

に
達

し
、

「
愚
老

も
先

年

執
筆

の
自
給

に
此

申

文

を
献

じ

て

常

陸
権
介

に
任

じ
侍

り

き
、
後

に
思

ひ
侍

れ
ば

常
陸

国

は
株
を

守

る

に
似

た

り
。
他

国

の
介

に
任
ず

べ
か
り

け
り
」

と
述

懐

し
て

い
る

の

で
あ

る
。

四

「原
中
最
秘
抄
」
と
三
条
西
家
旧
蔵

 
 
 
 
 
 
「揚
名
介
勘
文
写
」
の
関
係

 
前

節

で
、
公

賢

・
良

基

・
兼

良

各

々
の
、

「
揚
名

介
」

説

を
瞥

見

し

た

が

、
そ

の
関

心

の
中

心

は
任

国

に
あ

っ
た
と

い

っ
て
よ

い
。

し

か
し
、
少

な

く

と
も
良

基

の
場
合

、
そ

れ

は
、
複
雑

怪
奇

を
極

め

た

「
揚

名
介

」

の

説

の

一
端

で
し

か
な

か

っ
た

。

 

こ
こ

で
は

、

『原

中

最
秘

抄

』

の

「
揚

名

介

」
項

目

と
周

辺

資
料

と

の

関

係
を

考
察

す

る
こ

と

で
、

良
基

の

「揚

名
介

」
説

の
さ
ら

な

る
深
奥

に

及

び

た

い
と
思
う

。
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『原

中
最
秘

抄
』

は
、

光
行

・
親

行
父

子

に
よ

り
編
纂

さ

れ
た
大

部
な

注
釈

書

『
水
原

抄

』

(逸

書

と

さ

れ

る
)

か
ら

秘
説

項

目

を
抜

き
出

し

た

も

の
で
、
さ
ら

に
聖

覚

(義

行

)

・
行
阿

(知

行
)

二
代

の
勘

注

を
加

え
、

最
終
的

に
は
行
阿
晩

年

の
貞
治

年
間

(
=

二
六

二
～

八
)

に
成
立

し
た
。

 

と
こ
ろ

で

『
三
条

西

公
条
筆

揚
名

介
勘

文

写
』
 

(以

下
、

揚
名
介

勘
文

と
略

す
)

と

い
う

資
料

が
あ

る
。

『
魚
書

秘

伝

別
抄

』

と

類
似

し
た

構
成

で
、
諸

記
録

・
申
文

な

ど

の
引

用

か
ら

な
り

、
揚
名

介

ほ

か

の
除

目
故
実

に
関

す

る
諸

文
献

を
集

め
た
文

書

で
あ

る
。

 

『揚

名
介

勘
文
』

の
冒
頭

部
分

は

『原

中

最
秘
抄

』

の

「
揚
名
介

」
注

釈
記
事

に
基
づ

い
て

い
る
。

上
段

に

『
源
氏

物
語

大
成

』
第

七
巻

に
翻
刻

さ

れ
た
阿
波

本
を

、
下
段

に

『
揚
名

介
勘

文

』
を
掲

げ

た
。

 

『原
中
最
秘
抄
』

 
源
氏
あ
ら
は
し
に
云
諸
国
介

也
伊
綾

尺
、
源

氏

の
人

の
な

る

官

也
云

々
、

 

奥

入
云
、

此
事
源

氏
第

一
難

儀

也
、

非
可
勘

知
事

、
抑

往
古

除
目
揚

名
介

あ

る

へ
し

と
見

え

た
り
、

其
家

に

ゐ
る

へ
き
道

理

な
し

と
云

々
、

 

允
亮

政
事
録

云
、

揚
名

介
逢

国

に
司

と

云
々
。
諸

国
介

也
。

揚
名

と

は
無

所
望

仁
之

時
う

つ

ほ

に
す
作
名

奉

な
り
、

吉
野

春

 

『揚
名
介
勘
文
』

伊
行
釈
云
、
諸
国
介
也
、

人
の
な
る
官
也
云
々
、

源
の

権
記
云
、
藤
原
常
直
申
揚
名

介
云
々
、
然
者
不
可
限
源
氏
人

軟 
京
極
中
納
言
入
道
釈
居
奥
云
、

此
事
源
氏
第

一
難
義
也
、
非
可

勘
知
事
抑
往
古
除
目
等
揚
名
介

あ
る
へ
し
と
見
た
り
、
其
家
に

ゐ
る
へ
き
道
理
な
し
と
云
々
、

応
保
二
年
閏
二
月
太
相
国
仰
云
、

揚
名
介
事
御
堂
御
申
文
両
度
有

風
三
輪
車
持
な
と
其
例
在
中
古

除
目
歎
、

 
勘
文
、
応
保
二
年
閏
二
月
大

相
国
の
仰
に
云
、
揚
名
介
事
御

堂
殿
御
申
文
両
度
有
事
也
、
案

之
諸
国
正
介
歎
結
購

宇
治
殿
仰
云
、
揚
名
あ
り
関

白

は

有

何

詮

云

々
、
近

来
執

レ

コ
ト
ヲ

政

為
御
虚
名
之
由
御
述
懐
あ

り
と
云
々
、

 
昔
東
三
条
院
融
韻
階
艦
御
女
被

挙
申
揚
名
介
之
時
御
堂
殿
被
申

任
因
幡
介
畢
、
労
以
有
子
細
者

也
と
云
々

 
通
具
卿
申
文
に
望
近
辺

目

云
々
、
入
道
殿
御
執
筆
之
時
被

任
近
国
目
云
々
、
古
来
未
有
此

申
文
云
々
、

 

一
説
云
、
近
衛
中
将
は
陽
明

門
の
近
衛
也
、
中
少
将
又
将
也
、

故
被
称
陽
明
将
歎
云
々
、

 

一
説
云
、
於
異
朝
称
雍
州
者

為
帝
都
、
然
間
和
国
に
も
又
平

安
城
已
後
以
山
城
国
号
雍
州
、

故
彼
国
介
有
揚
名
之
号
歎
。

此
事
、
以
藤
原
惟
光
被
挙
申
之

彼
大
名
,字
在
物

語
中
有
,子
細
蝦

 
允
亮
政
事
録
云
、
揚
名
介
逢

国
司
者
下
馬
云
々
、
諸
国
介
也
、

無
所
望
仁
之
時
う
つ
ほ
に
て
以

作
名
被
挙
也
、

 

一
説
云
、
於
諸
国
吏
務
興
行

介
於
称
揚
名
、

 

一
説
云
、
近
衛
中
将
也
、
陽

明
門

ハ
近
衛
也
、
中
少
将
又
将

也
、
被
称
陽
明
将
歎
、

 

一
説
云
、
常
陸
介
云
々
、
大

守
者
鹿
嶋
明
神
令
掌
給
歎
、
或

親
王
諸
王
任
之
称
揚
名
介
者
依

為
守
代
也
、

 

一
説
云
、
於
異
朝
称
雍
州
者

為
帝
都
、
然
間
和
国
平
安
城
已

後
以
山
城
国
号
雍
州
、
故
彼
国

介
有
揚
名
之
号
欺
、

或
説
云
、
故
信
口
口
揚
名
介

者
正
権
之
外
介
也
、
不
預
公
癬

云
忽

 
又
云
、
通
旦
ハ卿
申
文
望
近
國

目
云
々
、
古
来
未
有
此
申
文
、

但
被
任
近
江
目
云
々
。
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一
説
云
、
兼
文
宿
禰
為
シ神

祇
大
副
兼
山
城
介
時
或
人
送
賀

札

、
返

報

に
云
、

揚
名

国
司

錐

隔
分
憂
、
兼
字
嘲
弄
非
無
気
味

云
忽

 

一
説
云
、
常
陸
介
云
々
、
大

守
者
鹿
嶋
明
神
令
主
給
欺
、

或
親
王
諸
王
任
之
称
揚
名
介
者

也
、
依
為
守
代
也
、

簾
 
九
条
前
内
府
仰
云
、
此
事
源

氏
物
語

一
事
に
不
限
、
摂
家
之

秘
事
也
、
鷺
自
燃
麟
井
麟

相

伝
両
説
な
り
、
而
為
家
卿
於
彼

物
語
尋
七
箇
不
審
之
時
、
至
揚

名
介

一
事
者
猶
以
不
許

秘
説
、

是
依
有
口
伝
也
、

 
後
深
草
院
被
尋
仰
鷹
司
大
閤

之
時
為
山
城
介
之
由
被
申
之

云
々
、
而
円
明
寺
殿
仰
云
、
此

事

強

不
限
山
城
介
賦
云
々
、

(私
云
、
揚
名
介
事
京
極
中
納

言
家
井
宮
内
卿
伊
行
朝
臣
其
外

古
来
家
々
異
説
如
斯
、
然
而
所

見
未
タ
詳
、
於
当
家
深
奥
説
者

依
為
殊
秘
事
所
載
別
紙
也
、

 
九
条
前
内
府
記
云
、
此
事
不

限
源
氏
物
語
事
、
摂
家
之
秘
事

也
、
予
自
故
殿
井
松
殿
相
伝
両

説
、
而
為
家
卿
於
彼
物
語
尋
送

七
ヶ
不
審
之
時
至
揚
名
介
事
者
、

猶
以
不
許
秘
説
是
依
有
口
伝
也
、

 
後
深
草
院
被
尋
仰
鷹
司
大
閤

之
時
為
山
城
介
之
由
被
申
之

云
々
、
而
円
明
寺
殿
仰
云
、
此

事
強
不
限
山
城
介
歎
、
昔
東
三

条
院
融
噸
臓
照
御
女
被
挙
申
揚
名

介
之
時
御
堂
関
白
殿
被
申
任
因

幡
介
畢
、
労
有
子
細
者
也
云
々
、

揚
名
介
事
、
京
極
中
納
言
家

伊
行
其
外
古
来
家
々
異
説
如

斯
、
然
而
面
々
所
見
未
詳
、

於
当
家
深
奥
之
説
者
依
為
殊

秘
事
所
載
別
紙
也
、

正
和
六
年
十
月
八
日

 
 
 

桑
門
聖
覚
在
判

そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
記
事
を
破
線
で
示
し
た
が
、
対
応
関
係
は
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
か
ら
、
『原
中
最
秘
抄
』
に
関
し
て
看
過
で
き
な
い
事
実
が

い
く
つ
か
明
ら
か
に
な
る
。

 

『原
中
最
秘
抄
』
の
成
立
事
情
は
複
雑
で
あ
る
。
現
存
伝
本
は
、
阿
波

本
以
下
の
広
本
と
、
花
山
院
長
親

(耕
雲
)
に
よ
り
抄
出
さ
れ
た
略
本
の

二
系
に
大
別
さ
れ
る
。
但
し
広
本
も
、
『原
中
最
秘
抄
』
の
完
成
稿
の
姿

を
純
粋
に
伝
え
る
も
の
で
は
な
く
、
大
幅
な
省
筆
や
変
改
が
加
え
ら
れ
て

い
る
と
さ
れ
る
。

 
最
近
、
落
合
博
志
氏
は
、
三
条
公
敦
奥
書
本
系

『千
鳥
抄
』
に
附
載
さ

れ
る

『原
中
最
秘
抄
』
の

「揚
名
介
」
注
釈
記
事
の
抜
書
を
紹
介
さ
れ
、

『原
中
最
秘
抄
』
の
原
型
に
つ
き
詳
し
く
論
じ
ら
れ
た
。

 
落
合
氏
は
、
本
書
の

「揚
名
介
」
の
諸
説
を
集
積
し
た
者
、
す
な
わ
ち

右
破
線
部
㈲
の

「私
云
」
以
下
の
識
語
は
、
行
阿
の
も
の
で
は
な
く
、
親

行
ま
た
は
聖
覚
の
勘
注
と
み
な
す
べ
き
と
さ
れ
た
が
、
『揚
名
介
勘
文
』

に
よ
っ
て
聖
覚
の
も
の
で
あ
る
事
が
分
る
。

 

『原
中
最
秘
抄
』
広
本
系
諸
本
は
、
「揚
名
介
」
に
つ
い
て
の
河
内
流

の
説
を

「依
為
殊
秘
事
所
載
別
紙
也
」
と
し
、
前
掲
の
引
用
に
続
け
て
貞

治
四
年

(
=
二
六
五
)
六
月
に
、
良
基
か
ら
行
阿
に
下
さ
れ
た
御
教
書
を

載
せ
て
い
る
。

 
 
 
傍
二
条
大
閤
御
教
書
云
、

 
 
彼
秘
事

一
紙
遣
之
、
以
之
可
被
加
了
見
也
、
不
定
其
官
事
也
、
除
目

 
 
執
筆
十
ヶ
条
之
秘
説
内
也
、
傍
高
家
之
外
無
相
伝
人
、
愚
身
月
輪
関

 
 
白
井
松
殿
関
白
両
家
之
説
相
伝
之
、
且
法
性
寺
入
道
蛸
長
以
来
十
四

 
 
五
代
の
除
目
に
相
続
し
て
執
筆
を
勤
仕
す
る
条
於
干
今
者
愚
翁
計
也
、

 
 
委
細
秘
事
口
伝
期
上
洛
者
也
、
又
任
官

事
、
先

一
男
所
望
事
宣
下
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遣
之
、
両
人
今
度
便
之
時
可
被
申
之
状
如
件
、
御
判

 
 
 
 
 
六
月
晋
日

 
 
 
 
御
端
書
云
、
宇
治
関
白
述
懐
詞
、
御
堂
関
白
申
文
以
下
可
加
了

 
 
 
 
見
事
也
、
更
此

一
紙
不
可
被
見
他
人
也
、

前
年

の
十
二
月

一
日
、
行
阿
は
良
基
に

『原
中
最
秘
抄
』
を
授
け
た

(奥

書
)。
今
度
は
、
良
基
が
行
阿
に

「揚
名
介
」
の
秘
事
を
記
し
た

一
紙
を

送

っ
た

の
で
あ
る
。
=

紙
」
そ
の
も
の
は
現
存
の

『原
中
最
秘
抄
』
に

見
え
な

い
。
な
お
、
『千
鳥
抄
』
附
載
抜
書
に
は
、
御
教
書
に
続
け
て
次

の
如
く
あ
る
。

 
 
又
行
阿
云
、
二
条
太
閤
摂
家
御
相
伝
之
説
直
被
授
下
詑
、
然
間
曾
祖

 
 
光
行
者
仰
後
京
極
殿
之
御
説
、
愚
質
行
阿
者
奉
伝
受
彼
秘
訓
畢
、
傍

 
 
之

袷

云

恰
深
納
チ
函
底
所
不
書
載
此
抄
也
、

こ
れ
は
、
行
阿
が
良
基
の
御
教
書
を
賜
っ
た
貞
治
四
年
以
後
に
加
筆
し
、

広
本

で
は
省
か
れ
た
詞
章
と
さ
れ
る
が
、
良
基
の
授
け
た

一
紙
は

「摂
家

御
相
伝
」
の
説
を
載
せ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

 

『揚
名
介
勘
文
』
と

『原
中
最
秘
抄
』
で
は
、
内
容
に
若
干
の
出
入
り

が
あ
り
、
ま
た
記
事
の
順
番
の
相
違
も
甚
だ
し
い
。
『千
鳥
抄
』
附
載
の

抜
書
よ
り
知
ら
れ
る
、
晩
年
の
行
阿
に
よ
り
増
補
さ
れ
た
詞
章
も
見
え
な

い
。
従

っ
て

『揚
名
介
勘
文
』
が
依
拠
し
た
の
は
、
正
和
六
年

(
;

=

七
)
に
聖
覚
が
識
語
を
付
し
た
後
、
行
阿
に
よ
る
加
筆
が
施
さ
れ
る
以
前

の

『原
中
最
秘
抄
』
で
あ
り
、
そ
れ
は
広
本
と
は
相
当
距
離
の
あ
る
本
文

を
有
し
た
こ
と
が
察
知
さ
れ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
『揚
名
介
勘
文
』
に
は
、
聖
覚
の
識
語
に
続
き
、
次
の
如

き
内
容
が
録
さ
れ
て
い
る
。

 
 
或
秘
説
云
、
保
延
三
年
十

一
月
十
六
日
癸
酉
今
日
京
官
除
目
也
朧
献

 
 
以
正
六
位
上
賀
茂
朝
臣
忠
恒
任
山
城
介
鵬
鵬
介

 
 
寛
弘
二
年
正
月
廿
七
日
例
也
塑
耕
細
肝
嫌
概
労
獺
越
智

 
 
同
説
云
、
諸
国
介
有
封
戸
位
田
、
而
於
山
城
介
者
無
之
、
故
称
揚
名

 
 
介
鵬
瀦
響

 
 
 
 
源
親
行
説
如
此
、

 
 
諸
国
受
領
騎
新
擁
介
不
賜
籔
符
、
不
赴
任
、
住
京
奏
国
事
或
申
身
秋
僅

 
 
凡
国
中
大
小
事
以

一
人
為
揚
名
介
在
京
中
申
之
、
撰
其
人
被
補
之
、

 
 
副
宣
旨
也
、

 
 

〕
者
揚
名
介
於
陽
明
門
叩
衛
門
鼓
、
奏
国
事
、
傍
陽
明
介
ト
云
、
撰

 
 
其
器
量
被
定
仰
事
如
端
註
、
只
陽
明
字
相
許
者
漢
土
有
衛
門
鼓
、
本

 
 
朝
自
中
古
無
之
、
但
延
久
可
被
置
之
由
有
沙
汰
云
々
、
外
国
者
轍
不

 
 
参
内
、
其
故
於
門
外
奏
事
云
々
、

 
 
又
是
云
、
令
外
介
弘
仁
以
往
事
也
、
弘
仁
以
後
改
陽
名
、

 
 
 
 
摂
家
御
説
如
此
紀
彬
謙
共
以

『揚
名
介
勘
文
』
は
個
別
の
資
料
を
綴
り
合
わ
せ
た
文
書
で
あ
る
が
、
こ

の
部
分
を
聖
覚
識
語
と
全
く
空
行
を
入
れ
ず
に
書
写
し
て
お
り
、

一
書
か

ら
の
引
用
と

一
応
は
み
な
さ
れ
る
。
従
っ
て

「親
行
説
」
は
、
『原
中
最

秘
抄
』
に
い
う

「当
家
深
奥
之
説
」
で
あ
り
、

一
方
の

「摂
家
御
説
」
は
、

良
基
御
教
書
の

=

紙
」
す
な
わ
ち
摂
関
家
相
伝
の
秘
説
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。

 
し
か
し
、
行
阿
は
双
方
の
秘
説
を

『原
中
最
秘
抄
』
に
掲
載
し
な
い
旨

を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
が
何
故
こ
こ
に
記
し
留
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
ま
た
、
本
当
に
こ
れ
ら
は
親
行
あ
る
い
は
良
基
の
説
と
信
ず
る
に

足
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
憶
測
す
る
に
、
『揚
名
介
勘
文
』
が
拠
っ
た

『原
中
最
秘
抄
』
に
、
こ
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れ
ら

が
付
随

し

て

い
た

の
で
は
な

か

ろ
う

か
。

即

ち
行

阿

が
御

教
書

を
下

さ

れ

て
加
筆

変

改

に
着

手

し
、

『
原
中

最
秘

抄
』

が

最
終

的

な
成

立

を

み

る
以
前

に
、

本
書

と
両

説
を

某
人

に
伝
授

し

た
と

み
る

の
で
あ

る
。

 

南

北
朝
期

に
は
、

河
内
流

に
於

け

る

「
秘
説

」
も

、
世

間

に
漏

れ
て
周

知

の
内

容

と
な

り
、
他

家

に
は

さ
し
た

る
価
値

を
有

さ
な

く
な

っ
た

こ
と

も
ま

ま
あ

っ
た
。

い
か

に
多

く

の
秘

説

を
保
持

し

て

い
て
も
、

他
人

に
伝

授

し

な
け

れ
ば

源
氏
学

者

と
し

て

の
名
声

を
持

続

す
る

こ
と

は
不
可
能

で

あ
り

、
聖
覚

・
行

阿

も

『原

中
最
秘

抄
』

奥
書

で
、
貴

緒

に
多

く

の
門
弟

を
持

っ
て

い
る

こ
と

を
誇
示

し

て

い
る
。

 

実

際
、

こ

こ
で

「
親

行

説
」

と

し

て
示

さ

れ
る
内

容

の
前

半

が
、

『
魚

書

秘
伝

別
抄

』

に
引

か
れ

て

い
る

の
で
あ
る
。

 

 
或

人

源
氏
物

語
抄

云
、

 

 
揚

名
介

事
故
左
大
臣
殿
御
筆
本
注
之
、

 

 
或

私
記

云
、

保
延

三
年

十

一
月
十

六
日
、

今

日
京

官
除

目
也

、
其

誠

 

 

以
上
略

之
、
以
正

六
位

上
賀
茂

朝
臣
忠

恒

任
山

城
介
、
揚
名

介
是

也
、

 

 
寛

弘

二
年
正

月
廿

↓
日

例
也

云
云
、

こ

の

「
或

人
源
氏

物
語

抄
」

は
、
或

い
は
行
阿

以
前

の

『原

中

最
秘
抄

』

の
面

影
を
伝

え

る
と

も
想
像

さ

れ
る
が
、

二
条

派

の
廷
臣
歌

人

で
あ

っ
て

も
、

『
源
氏

物

語
』

と
は

さ
し

た

る
関

係

を
見
出

し

難

い
公

賢

で
さ

え
、

河
内
流

の

「
当
家

深
奥

之
説

」
を
存

知

し

て

い
た
事

が
明

ら

か
に
な

る
。

秘

説

が
秘
説

の
ま
ま

で
あ

る
事
自
体

が
無

理

で
あ

っ
た
と

い
え

よ
う

か
。

 

こ
の
よ

う
な
事

が
起

こ
る

の
も
、

聖
覚

・
行

阿
ら

が
自
家

の
権

威

を
高

め

る
た

め

に
貴
糟

に
盛

ん

に
伝
授

を
行

っ
た
結

果

と
想

像

さ
れ

る
。

「
摂

家

御
説

」

の
方

も
、
外

部

の
者
が
内

容

を
知

っ
て

い
た
痕
跡

が

認

め
ら
れ

る

の
で
あ

る
。

以
上

の

こ
と
か
ら
、

こ
の

「親

行
説

」
「
摂

家
御

説
」

は
、

行

阿
晩

年

の

『原

中
最

秘
抄

』

に
附
属

し

て

い
た
、

の
深

秘
説

と

み
て
不
都

合

は
な

い
と
判
断

さ
れ
る
。

河
内
流
お
よ
び
良
基

五
 
結
語
-
良
基
の

「揚
名
介
」
説
1

 

論
点

が
除

目
執

筆
作

法

お
よ
び

『
原
中

最
秘

抄
』

の
成

立
問

題

に
わ

た

り
、
捉

え

に
く

く
な

っ
て

し
ま

っ
た
が

、
以
上

述

べ
き

た

っ
た

こ
と
を
基

に
し

て
、

二
条
良

基
が

ど

の
よ
う

に

「揚

名
介

」

と

い
う

秘
事

を

理
解

し

て

い
た

か
を
ま

と
め

て
お

き
た

い
。

 

良

基

の

「
揚
名
介

」

説

は
、

一
つ
の
考

え

が
時
間

の
経

過

に
と

も
な

い

深

化

し

て

い

っ
た
も

の
で

は
な
く
、

同
時

に
幾

つ
か

の
、

浅

深
異

な
る
見

解

を
抱

い
て

い
た
如

く

で
あ

る
。
良

基

と

い
う

個
人

が
、

あ

る
秘
事

に
対

し

て
こ

の
よ
う

に
全
く
次

元

の
異

な
る

理
解

を
し

て

い
る
点

に
、
秘

事

口

伝

の
持

つ
、
決
し

て

一
筋
縄

で

い
か
ぬ
複
雑

な
背
景
を
窺
う

こ
と
が
出
来

る
。

 

ま
ず

山
城

介

と

い
う
伝

統

的
な
見

解
。

こ
れ
は
除

目

の
故
実

の

一
つ
と

い
う

べ
く
、

道
長

の
所
為

を
絶

対

の
根
拠

と

し
て

い
た
。

前
掲

御
教

書
端

書

で
も

「御

堂
関
白

申
文

」

を
参
看

す

る
よ
う

に
と
教
え

て

い
る
。

 

ま

た
、
藤

原
通
憲

や

一
条
経

通
が

喝
破

し
た
如

く

、
介
だ

け

に
限

ら
ず

、

職

掌

も
俸
禄

も
な

い
官

、
と

い
う
今

日
的

な
説

も
既

に
行

わ

れ

て

い
た
。

行

阿
宛

御
教
書

の

「
不
定

其
官

事
也

」
と

い
う
文

言

は

こ
れ

に
通
ず

る
し

、

ま
た
端

書

に

「
宇

治
関
白

述
懐

詞
」

を
参

看

せ
よ

と
あ

る

の
は
、

さ
ら

に

そ
れ

か

ら

一
歩

進

ん

だ
、

「
名

誉

だ
け

の
官

」

と

い
う

理
解

も
良

基

の
視

野

に
入

っ
て

い
た
こ
と

を
示

す

で
あ
ろ

う
。

 

良
基

は
晩
年

、
将

軍

足
利
義

満

と
親
密

な
交

際
を

結
び

、
義

満

の
為

に

有

職
関

係

の
著

作
や

朝
儀

の
次
第

を

い
く

つ
か
著

し

て

い
る

。
そ

の

一
つ
、

『
百
寮

訓
要

抄
』

の

一
本

の
奥

書

に
は
次

の
よ
う

に
あ

る
。
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此

一
巻
依

左
府

幕
下

不
審
作

進

之
 

他

人
不

存
知

事
等

多

載
之
 

不

 
 

可

有
外

見
者
也

 

 

 

 

 

 

 
日
本

第

一
摂

政
揚
名

介

 
御

判

「
摂

政
揚

名
介

」

と

い
う
名

乗

り

を
良

基

は
好

ん

で

い
た

よ
う

で
、

『
良

基

公

作
進

大

嘗
会

進

退
』

(永
徳

三

年
十

】
月
、

後
小

松

天
皇

の
大
嘗

会

で
節
会

内
弁

を
勤

め
た
義

満

に
与

え

た
仮
名

次
第

。

国
立

歴
史

民
俗
博

物

館
蔵

)
の
末
尾

に
も

「
摂
政

四
度

再
任
揚
名
介
作

進
之
 
 

良

基
」
と
あ
る
。

 

こ
の
奇
妙

な
名
乗

り

は
、

む
ろ
ん

「
名
ば

か
り

の
摂

政

」
と

い
う
自

嘲

を

込

め

た
も

の
で
あ

ろ
う

。

こ
れ

な
ど

は
間

接
的

な

が

ら
、

「
名

誉

だ

け

の
官
」

と

い
う
理
解

の

一
端
を

示
す

も

の
で
あ

る
。

 

最
後

に

「摂

家
秘

説
」

で
あ

る
が

、
そ

れ
自
体

は
極

め
て
珍

妙

な
も

の

で
あ

る
。
諸

国

の
守

・
介

・
権
介

・
橡

の
う
ち
、

任

国

へ
赴

任

せ
ず

在
京

し

て
、

国

の
大
事

小
事
を

訴

え
る

の
が

「揚

名
介

」

で
、

陽
明

門

で
衛
門

鼓

を

叩

い
て
奏
事

す

る
、
な
ど

と
あ

り
、
誠

に
荒

唐
無

稽

な
内
容

で
あ
る
。

 

た

だ
し
、

こ
の
よ
う

な
説

が
摂
関
家

内

で
尊
重

さ
れ

て
き

た
背
景

は
慎

重

に
考

察

さ
れ

ね
ば

な

ら
な

い
。

『
玉

葉
』

寿
永

二
年

(
一

一
八

三
)
十

一
月

一
日
条

に
、

 
 

凡
殊
於

有

口
伝
秘
説

等
事

者
、

錐
其

理
不
当

、

不
能
末

世

之
進

退
、

 
 

只
守

訓
説
、

是
故
実

也
、

と
あ

る
。

た

と
え
不
審

で
道

理

に
当

た

ら

ぬ
と
感

じ
た
所

説

で
も

、
子
孫

は
先

祖

の
説
を
守

る

べ
き

で
あ
り
、

そ

れ
す
な

わ

ち
故
実

で
あ

る

、

と
断

じ

て

い
る
。

「
揚

名
介

」

な
ど

は

さ
し
ず

め
そ

う

い
う
秘

説

の
典
型

で
あ

る
が

、
良

基
も
同

じ
認
識

を
有

し

て

い
た

の
で
あ

ろ
う
。

む

ろ
ん

、

こ
と

は
良

基

一
人

に
限

ら
な

い
。
中

世

の
摂
関

家

に

は
、

「揚

名

介

」

の
亡
霊

と

も

い
う

べ
き
奇

説

が
長

い
間
彷
裡

し

て

い
た

の
で
あ

っ
た
。

 

ま
た
、
良
基

は
御
教
書

で
、
こ
の
説

は

「
除

目
執
筆

十

ヶ
条

之
秘

説
内

」

で
あ

り
、

「
愚
身

月
輪

関
白

井

松

殿
関

白

両
家

之
説

相

伝

之
」

と
誇

ら

し

げ

に
述

べ
て

い
る
。

 

こ
こ

に
基

房

と
兼
実

の
名

が
現

れ
る

の
は
注

意

さ
れ

る
。

九
条
良

経

の

三
男

で
基
房

の
外

孫

に
当

た

る
、
後

九
条

内
大

臣
基

家

が

「
此
事

不
限
源

氏

物

語
事

、
摂

家

之
秘

事

也
、

予
自

故

殿

井
松

殿

相
伝

両

説
」

(揚

名
介

勘

文
)

と
述

べ
て

い
る
の
と
吻

合

す
る

か
ら

で
あ

る
。

ま
た
良

基

が
除
目

執

筆

に
あ

た
り
基

房

の
説

を
尊

重

し
て

い
る

こ
と

は
前
稿

で
縷

説

し
た
。

そ
れ

に
良
基

の
祖

父
光

明
照
院

関
白

兼
基

(
一
二

六
七
～

一
三
三

四
)
も

、

除

目
秘

事

と
し

て

の

「揚

名
介

」

の
説
を

相
伝

し

て

い
た
。

か

れ
こ
れ
考

え
合

わ
せ

れ
ば
、

こ

の

「
摂
家

秘
説

」

は
、
基

房

な

い
し
兼
実

・
良
経

の

周
辺

に
淵
源
を
持
ち
、
良
基

に
継
承

さ
れ

た
も

の
と
考

え
ら
れ
る

の
で
あ

る
。

注
(1
)
『律
令
封
禄
制
度
史

の
研
究

』

(吉
川
弘

文
館
 
昭
52

・
8
)
第

二
篇

「年
給
制

 

 

度

の
研
究
」
、
付
章

「揚
名
介

の
研
究
」
参

照
。

(2
)引

用
は
内
閣
文
庫
蔵
紅
葉
山
文
庫
本

(
一
四
六

・
六
九
三

)
に
よ
る
。
諸
本
奥

 

 

書

に
は
三
条
西
実
隆
が

「明
応

甲
寅
南

呂
朔
」

に
正
本
を

不
慮

一
覧
し

て
書
写

 

 

し
、
同

八
月
六
日
に

「師
卿

」
(町
広
光
)

と
談
合
し

て
朱

を
加
え
た
と
あ
る
。

 

 

細

谷
勘
資
氏

「
洞
院
公
賢
編

『魚
書
秘
伝

別
抄

(揚
名

介
事

)』

に
関

す
る
覚

 

 

書

～
附

・
本
文

の
翻
刻
～

」

(大

阪
青
山
短

大
国
文

10
 

平

6

・
2
)
参
照
。

 

 

な

お
、
注
3

の

『揚
名
介
勘
文
』

と
は
別
書

で
あ
る
が
、

と
も

に
実
隆
が
伝
来

 

 

に
係

わ

っ
て
お
り
、
共
通

す
る
記
事

も
多
く
、
両
者

の
関

係
の
考
察

は
今
後

の

 

 

課
題

で
あ
る
。

(3
)早
稲

田
大
学
附
属
図
書
館
蔵
。

三
条
西

家
旧
蔵
。
引
用

・
名

称
は

『古
文
書
集

 

 

 

二
』
(早
稲

田
大
学
蔵

資
料
影
印
叢

書

・
国
書

篇
第
十

五
巻
 

早
稲
田
大
学

 

 

出

版
部
 
昭
61

・
6
)

に
よ
る
。

公
条

が
縣
召
除
目
執
筆

を
勤
め

る
に
際

し
て

 

 

書

写
し
た
文
書

で
、
奥

に

「
天
文
第

八

〇
以
彼
家
御
本
於

燈
下
馳
筆
 
相
残
処

一33



 
 
今

日
終
功
了
家
本
不
定
之
巻
除
之
了
 
廿
四
日
 
都
護
郎

(花
押
)
」
と
あ

る
。

 
 
表

題
は

「揚
名
介
事
」
。
『実
隆

公
記
』

明
応

六
年

(
一
四
九
七
)

四
月

四
日
条

 
 
に
も

「揚
名
介

事

一
紙
、
自

前
左
府
被
送

之
、
則
書
写

了
。」

と
あ
る

の
は
こ

 
 
れ
を
指
す

(同
記

に
よ
れ
ば
、
文
亀

元
年

四
月
二
日

に
も
実
淳
よ
り
借
覧
書

写

 
 
し
て

い
る
)。

(4
)
田
坂
憲

二
氏

「
『原
中
最
秘
抄
』

の
完
本
と
略
本
」

(文
芸
と
思
想

51
 

昭
62

・

 
 
1
)

お
よ
び

岩
坪
健
氏

「
『原
中

最
秘
抄
』

の
系
統
-

中
世

に
お
け

る
秘
書

の

 
 
享

受
1
」

(国
語
国

文
57

・
3
 
昭

63

・
3
)
参
照
。

岩
坪
氏

は
、
行
阿
所

持

 
 
本

(巻

子
本
)
を
整

理
改
編

し
て
広
本

・
略

本
の
共
通
祖
本

で
あ

る
冊

子
本

が
成

 
 
り
、
広
本

・
略
本
と
も
こ
の
冊
子
本
か
ら
独
自
に
生
成
さ
れ
た
も

の
、
と
さ
れ
る
。

(5
)
「『
原
中
最
秘

抄
』
小
見
-

一
、

二
の
人
物

と
逸
文
資
料

な
ど
ー
」

(法
政
大

学

 
 
教
養

部
紀
要
93
 

人
文
科
学
篇
 
平
7

・
2
)

(6
)
た
だ
し
、
正
和

六
年

は
二
月
三
日
に
文
保
と
改
元
さ
れ
た
。
聖
覚
が
関
東

に
定

 
 
住

し
て
い
た
と
し

て
も
十
月
ま
で
改
元
を
知
ら
な
か

っ
た

と
は
考

え
に
く

い
が
、

 
 

一
応
こ

の
年
記

を
信
用
す
る
と
す
れ
ば
、
聖
覚
の
生
存
最
終
確
認
年

が
従

来
知

 
 
ら
れ
て
い
た
正
和

三
年

(東
山
御
文
庫
蔵

『源
氏
物
語
』

の
第

二
奥
書

に
よ
る
)

 
 
か
ら
、
さ
ら

に
三
年
下
が
る

こ
と

に
な
る
。

(7
)注

4
岩
坪
氏
論
放
参
照
。

(8
)
『魚
書

秘
伝
別

抄
』

に
、
実
隆

が

「
後
普
光

園
消
息
欺
、
可

尋
」
と
注

し
た
、

 
 
某

人
消
息

の
断
簡

が
掲
載
さ
れ
る
。
他
の
書
状
と
は
異
な

り
、
差
出

人
も
日
付

 
 
も
明
記
さ
れ

て
い
な

い
が
、

 
 
 

 

(上
略
)
当
座
雑
談
申
候
し
分
脚
注
置
許

候
、
以
是
不
可
散
御
不
審
候
畢
、

 
 
 

 

揚
名
介
 

 

一
、
国
事
、
奏
何
事
、

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
一
、
赴
任
事

、

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
一
、
峠

陽
明
門
事
、

 
 
 

 
 
此
事
不
審
、
陽
替

い
た
く
沙
汰
な

き
事
候
也
、

(下
略
)

 
 
と
見
え
る
。

こ
の
三
箇
条
は

「摂
家
御
説
」

の
梗
概

に
相
当

す
る
。
消
息

断
簡

 
 
に

「後
普
光

園
消
息
欺
」

と
注

し
た
の
は
、
「前

関
白
」

と

い
う
傍
書

に
拠

っ

 
 
た
か
、
あ
る
い
は
「摂
家
御
説
」
が
良
基
の
説

と
知

っ
て
い
た
故
と
も
思
量
さ
れ
る
。

(9
)
永
徳

二
年

に
左
大
臣
と
な

っ
た
義
満

の
た
め

に
、
令
制

に
於

け
る
官

職

に
つ
き

 

 
仮

名
で
平
易

に
解
説

し
た
も
の
。

こ
の
奥
書
は
陽
明
文
庫
蔵
慶
長

三
年
古
写
本

 

 

(近

・
二
四
四

・
五

四
)

と
、

そ
の
転

写
と
み
ら
れ

る
内
閣
文
庫

蔵
本

(特

二

 

 
六

・
七
)

お
よ
び
筑
波
大
学
附
属

図
書

館
蔵
本

(ム

ニ

一
五

・
一
一
)
等

に
の

 

 
み
見
ら
れ
る
。

(10
)時

野
谷
氏

は
、

『百
寮

訓
要
抄
』
奥

書

の
署
名

を
、
「
「揚
名

介
」
全
体

を

「名

 

 
ば

か
り

の
」
と

い
う
意
味

で
用

い
た
の
で
あ
ろ
う
」

と
解
釈

さ
れ

て
い
る

(注

 

 
-
著
書
参
照
)。

(11
)
『原
中

最
秘
抄
』
広
本

お
よ
び

『千

鳥
抄
』
附
載

抜
書

に
は
、

こ

の
箇

所

で
予

 

 
に

「峯
殿
」
、
「故

殿
」

に

「後

京
極
殿
」
、
「松

殿
」

に

「師
家

殿
」

と
傍

書

し

 

 
て

い
る
が
、

こ
れ
ら
が
必
ず

し
も
信
の
置
け
る
も

の
で
は
な

い
こ
と
は
落
合
氏

 

 
が
指
摘
さ
れ
た
。
又

『揚
名
介
勘
文
』

に
は
傍
書
は
な

い
。

た
だ
し

「故
殿
」

 

 
だ
け
は
良
経

と
す

べ
き
で
あ

ろ
う
。

『明
月

記
』
寛
喜
元
年

(
一
二
二
九
)

八

 

 
月
廿
日
条

に
、
基
家
が
定
家

に
石
清
水

臨
時
祭
庭
座
作
法

の

「松

殿
」

の
説

を

 

 
語

っ
た
記
事
が
あ

る
。
定
家

は
そ
れ
が

「
故
入
道
殿
」

お
よ
び

「故
殿
」

と
毎

 

 
事

同
じ
だ

っ
た

と
述

べ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
基
房

・
兼
実

・
良
経
を
指

し
て

 

 
い
る
。

(12
)

『揚
名
介
勘
文
』

に
引

か
れ
る

「大
納
言
殿
御
記
」
文
保
元
年

(
=

三

七
)

 

 
十

月
二
十
九
日
条

に
、

 

 
 
 
光
明
照
院
口
閤
被
命

云
、
除
目
三
合
申
文
ト
イ

フ
事
有

之
、
三
度
之
介

二

 

 
 
 
度
ノ
橡
ト
謂
之
、
秘
之

シ
テ
許
字
ヲ
謂
也
、
此
両
条
井

揚
名
介
等
除

目
秘

 

 
 
 
事
也
、

 

 
と
あ
る
。

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

(お
が
わ

 
た
け
お
)
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